
　
　
　
　
　
　
田
辺
元
博
士
略
年
譜

　
　
　
明
治
十
八
年
（
｝
八
八
五
年
）

　
　
ご
月
三
日
　
田
辺
新
之
助
の
長
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
る
。

　
　
　
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
懸
年
）
十
九
才
（
満
年
令
、
以
下
同
じ
）

　
　
七
月
　
第
一
高
等
学
校
理
科
卒
業

　
　
　
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
二
十
三
才

　
　
七
月
　
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
卒
業
（
初
め
は
数
学
科
に
席
を

　
　
お
く
）
、
同
月
　
同
大
学
大
学
院
入
学

　
　
　
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
二
十
五
才

　
　
九
月
「
措
定
判
断
に
つ
い
て
」
　
（
哲
学
雑
誌
二
八
三
号
）

　
　
　
大
正
元
年
（
一
九
＝
一
年
）
二
十
七
才

　
　
四
月
「
糖
対
性
の
…
閻
題
」
（
哲
学
雑
誌
三
〇
二
号
）
、
六
月
　
東
京
帝
圏
大

　
　
学
大
学
院
退
学
、
八
月
「
カ
ン
ト
と
囲
然
科
学
」
（
哲
学
雑
誌
三
〇
六
暑
）

　
　
　
大
正
ご
年
（
一
九
一
三
年
）
二
十
八
才

　
　
八
月
　
東
北
帝
国
大
学
理
学
部
講
師
、
九
月
「
物
理
学
的
認
識
に
於
け
る

　
　
記
載
の
意
義
～
キ
ル
ヒ
ホ
ッ
フ
及
マ
ッ
ハ
の
批
評
～
」
　
（
哲
学
雑
誌
コ
ニ

　
　
九
号
）

　
　
　
大
正
蕊
年
（
「
九
一
四
年
）
二
十
九
才

　
　
二
二
二
月
「
認
識
論
に
於
け
る
論
理
主
義
の
限
界
～
マ
ー
ル
ブ
ル
ヒ
派
と

　
　
フ
ラ
イ
プ
ル
ヒ
派
の
批
評
～
」
（
哲
学
雑
誌
三
二
四
・
五
号
）

　
　
　
大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）
三
十
才

　
　
二
～
四
月
置
平
然
科
学
対
精
神
科
学
・
文
化
科
脚
こ
（
心
理
研
究
）
、
三
・

896　
　
　
　
　
　
　
覆
辺
允
博
士
略
年
譜

四
月
「
肉
然
数
論
」
（
哲
学
雑
誌
三
一
二
七
・
八
母
）
、
十
一
月
『
最
近
の
膚

然
科
学
』
（
器
波
書
店
）

　
大
正
五
年
（
一
九
一
六
年
）
三
十
一
才

二
月
十
四
絹
　
蔚
野
敬
三
邸
次
女
ち
よ
と
結
婚
（
新
婦
の
田
辺
導
入
は
藤

村
操
の
従
妹
）
、
二
。
三
。
五
月
「
連
続
・
微
分
・
無
限
」
（
哲
学
雑
誌
三

四
八
・
九
。
五
一
号
）
、
五
月
「
普
遍
に
つ
い
て
」
（
醤
学
研
究
二
暑
）
、

十
二
月
「
負
数
及
び
虚
数
」
　
（
哲
学
雑
誌
三
五
八
暑
）

　
大
正
六
年
（
一
九
一
七
隼
）
三
十
二
才

一
月
「
負
数
及
び
虚
数
」
（
哲
学
雑
誌
三
五
九
暑
）
、
懸
月
「
数
理
の
認
識
」

（
哲
学
研
究
一
三
号
）
、
五
・
六
月
「
変
数
及
び
函
数
」
（
誓
学
雑
誌
三
六

三
・
照
号
）
、
七
月
「
道
徳
的
自
由
」
　
（
思
潮
一
一
一
号
）
、
八
月
「
時
間
論
」

（
暫
学
研
究
一
七
号
）
、
岡
月
「
再
び
道
徳
的
自
由
に
つ
い
て
」
（
思
潮
四

母
）　
大
正
七
回
目
一
九
一
八
年
）
三
十
三
才

一
～
三
月
「
幾
締
学
の
論
理
的
基
礎
」
（
哲
学
雑
誌
三
七
一
～
三
号
）
、

二
・
三
月
「
独
逸
唯
心
論
に
於
け
る
哲
学
的
認
識
の
問
題
」
　
（
哲
学
研
究

二
三
・
四
暑
）
、
五
月
「
無
限
の
世
界
」
　
（
思
潮
五
号
）
、
七
月
　
文
学
博

士
、
九
月
『
科
学
概
論
撫
（
岩
波
轡
店
）
、
同
月
「
個
別
的
因
果
律
の
論
理

に
就
き
て
左
右
田
博
士
の
教
を
乞
ふ
」
（
誓
学
研
究
三
〇
号
）
、
同
月
「
カ

ン
ト
の
自
由
に
就
い
て
」
（
思
潮
九
号
）
、
十
一
月
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
学

の
意
義
」
　
（
哲
学
研
究
三
二
号
）

　
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
三
十
四
才

一
月
「
真
と
い
ふ
語
の
意
味
し
（
思
潮
終
刊
号
）
、
五
月
「
意
識
一
般
に
就

い
て
」
　
（
哲
学
雑
誌
三
八
七
号
）
、
八
月
　
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
助
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
第
四
百
八
十
九
号

906
　
授
、
十
一
月
目
認
識
主
観
の
問
題
」
　
（
哲
学
研
究
四
四
号
）

　
　
（
特
殊
講
義
）
論
理
学

　
　
（
講
読
）
圏
Q
艮
”
函
降
職
臨
醇
瞬
ぎ
①
鐸
く
①
導
煽
β
津

　
　
　
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
三
十
五
才

　
　
二
月
「
認
識
主
観
の
問
題
」
　
（
哲
学
研
究
四
七
号
）

　
　
（
特
殊
講
義
）
論
理
学

　
　
（
講
読
）
閑
節
摸
》
囚
葺
弾
瓜
巽
話
ぎ
①
嵩
く
禽
p
ニ
ロ
津

　
　
　
嘉
入
正
十
－
年
（
一
九
二
一
廊
＋
）
三
十
山
ハ
ォ

　
　
ご
・
穴
。
十
一
月
「
認
識
主
観
の
問
題
」
（
哲
学
研
究
五
九
。
六
三
・
八

　
　
考
）

　
　
（
特
殊
講
義
）
推
理
論
、
無
限
連
続
の
論
理

　
　
（
講
読
）
凶
像
。
簿
”
囚
嵩
二
犀
恥
禽
話
ぎ
。
謬
く
①
ヨ
血
鑑
轡

　
　
　
大
正
十
一
年
（
一
九
ニ
ニ
隼
）
三
十
七
才

　
　
一
月
　
「
歴
史
の
認
識
に
つ
い
て
」
（
史
林
）
、
三
月
　
「
実
在
の
無
限
連
続

　
　
性
」
（
思
想
六
暑
）
、
　
「
文
化
の
駕
籠
」
（
改
造
）
、
三
月
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留

　
　
学
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
、
特
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
学
ぶ

　
　
　
大
正
十
三
年
目
一
九
一
一
四
年
）
三
十
九
才

　
　
一
月
　
帰
圏
、
四
月
「
先
験
的
演
繹
論
に
於
け
る
直
観
と
思
惟
と
の
関

　
　
係
」
　
（
思
想
三
〇
号
）
、
六
～
八
月
「
カ
ン
ト
の
目
的
論
」
（
哲
学
研
究
九

　
　
九
～
一
〇
一
暑
）
、
十
月
「
現
象
学
に
於
け
る
新
し
き
転
向
」
（
思
想
三
六

　
　
暑
）
、
瞬
月
『
カ
ン
ト
の
目
的
論
』
（
岩
波
書
店
）

　
　
（
特
殊
講
義
）
現
象
学
の
発
展

　
　
（
講
読
）
国
螢
艮
”
開
簿
涛
伽
醜
¢
陰
魚
｝
し
。
ぽ
鎚
沖
b
。
’
↓
①
臨

　
　
　
大
正
十
四
隼
（
一
九
二
五
年
）
四
十
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八

一
月
「
認
識
論
と
現
象
学
」
（
講
座
二
四
号
）
、
四
・
七
月
目
直
観
知
と
物

自
体
し
　
（
哲
学
研
究
一
〇
九
・
一
＝
一
静
）
、
五
月
『
数
理
哲
学
研
究
』

（
岩
波
書
唐
）
、
十
日
「
ラ
ス
ク
の
論
理
」
　
（
思
想
躍
○
号
）

（
特
殊
講
義
）
純
粋
論
理
学
と
現
象
学

（
講
読
）
肘
　
国
き
び
内
閲
節
（
冨
醜
q
溝
①
濠
ζ
既
許
（
9
巴
。
ぼ
騨
鳥
震

　
　
　
　
　
蚤
8
｝
◎
α
q
勝
畠
魯
d
蔦
①
瀦
ぎ
鍬
醇
）

　
　
　
　
卜
⊃
●
濃
。
｝
嵩
ρ
　
○
歪
づ
亀
冨
σ
q
o
　
驚
擁
　
α
q
o
鴇
三
陸
露
　
芝
奮
㊦
や

　
　
　
　
　
o
薩
。
グ
既
筋
げ
プ
目
φ
●

　
昭
和
出
人
年
（
一
九
二
六
年
）
圃
別
丁
一
才

六
月
「
反
省
作
増
」
（
得
能
博
士
記
念
諭
文
集
）
、
十
一
月
「
颪
観
知
と
物

自
体
扁
　
（
哲
学
研
究
一
二
八
号
）

（
特
殊
講
義
）
知
覚
と
思
推

（
講
読
）
国
。
葺
ρ
○
霊
注
莚
α
q
①
臨
興
α
q
①
二
二
侍
霞
芝
誘
2
。
。
。
冨
誹
一
①
ξ
o
．

　
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
四
十
二
才

二
月
目
批
判
的
方
法
に
於
け
る
循
環
論
に
就
い
て
」
（
思
想
六
四
暑
）
、

三
・
五
・
七
月
「
弁
証
法
の
論
理
」
（
哲
学
研
究
＝
瓢
二
・
困
・
六
号
）
、

六
月
「
感
覚
の
概
念
に
つ
い
て
」
（
心
理
研
究
）
、
七
翅
（
醗
訳
）
ボ
ア
ン

カ
レ
『
科
　
学
の
価
値
』
（
岩
波
書
態
）
、
十
一
月
　
京
都
帝
国
大
学
文
挙
部

教
授（
特
殊
講
義
）
意
識
の
歴
史
的
社
会
的
講
造

（
講
読
）
麟
。
ぽ
の
”
○
霊
薮
ド
α
q
①
島
禽
σ
q
①
鈴
ヨ
8
p
芝
陣
ω
。
。
窪
。
。
。
び
織
邑
①
訂
①
●

（
N
斑
ヨ
く
費
σ
q
｝
臨
。
冨
澱
号
誘
包
び
ρ
○
註
誰
装
甲
ω
（
｛
霧
瞬
σ
q
魯
葺
ヨ
一
ざ
『
霧

伽
2
芝
陣
ω
ω
①
湧
。
げ
既
欝
｝
①
財
増
Φ
ぎ
力
儲
。
犀
。
。
ざ
げ
国
勢
紘
鳥
器
用
①
o
お
⇔
ω
o
財
Φ

＜
費
ヨ
α
σ
q
①
⇔
）
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照
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
西
十
三
才

一
月
「
史
学
に
於
け
る
過
去
の
認
識
」
　
（
哲
学
研
究
一
四
二
号
）
、
四
月

「
歴
史
の
認
識
に
於
け
る
概
念
の
機
能
」
（
史
林
）
、
五
・
十
一
月
「
弁
証

法
の
論
理
」
　
（
哲
学
研
究
一
煕
六
・
五
二
号
）
、
十
月
「
明
証
の
所
在
」

（
哲
学
雑
誌
五
〇
〇
号
）
、
「
儒
教
的
存
在
論
に
就
て
」
（
高
瀬
博
士
還
暦
記

念
論
文
集
）
、
十
一
月
（
醗
訳
）
プ
ラ
ン
ク
「
物
理
学
的
世
界
像
の
統
一
」

（
岩
波
書
店
）

（
特
殊
講
義
）
意
識
の
歴
史
的
社
会
的
構
造
（
前
年
度
の
続
き
）

（
演
習
）
ω
畠
亀
ざ
ぴ
q
”
O
器
毒
。
。
。
g
結
塊
B
①
器
。
躍
陣
畠
窪
閃
お
騨
簿
。

　
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
四
十
四
才

九
月
「
弁
誕
法
の
論
理
翫
（
哲
学
研
究
一
六
二
号
）
、
十
月
「
行
為
と
歴
史

及
び
弁
証
法
の
こ
れ
に
対
す
る
関
係
」
　
（
思
想
八
九
号
）

（
特
殊
講
義
）
形
而
上
学
の
諸
問
題
（
一
学
期
）
、
歴
史
の
合
理
性
と
非

合
理
性
（
二
学
期
）

（
演
習
）
瓢
£
o
押
国
詞
団
箆
○
私
（
濠
（
剛
段
覧
”
臨
。
ω
o
覧
瀞
養
鶏
芝
露
自
－

Ωゆ

B
げ
餌
h
8
戸

　
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
四
十
五
才

五
月
「
西
田
先
生
の
教
を
仰
ぐ
」
（
哲
学
研
究
一
七
〇
号
）
、
九
月
「
道
徳

の
主
体
と
弁
証
法
的
隠
由
」
（
思
想
一
〇
〇
号
）

（
特
殊
講
義
）
心
身
関
係
論

（
演
習
）
鼠
。
鴨
r
晦
蜜
≦
畠
○
纂
象
⑦
．

　
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
隼
）
四
十
六
才

四
月
「
綜
合
と
超
越
」
（
朝
永
博
士
還
腰
川
童
論
文
集
）
、
五
月
「
ヘ
ー
ゲ

ル
に
於
げ
る
理
性
的
と
現
実
的
と
の
一
致
」
　
（
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ヘ
ー
ゲ
ル
主

田
辺
元
博
士
略
年
譜

蕪
帆
）
、
十
門
月
「
ヘ
ー
ゲ
ル
折
篇
学
と
絶
対
一
襯
念
払
珊
」
　
（
思
想
一
一
三
号
）
、
同

月
「
人
間
学
の
立
場
」
（
理
想
二
七
号
）
、
十
二
月
「
ヘ
ー
ゲ
ル
判
断
論
の

理
解
」
（
暫
学
雑
誌
五
三
八
号
）
、
十
二
月
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
観
念
論
」

（
哲
学
研
究
一
八
九
号
）

（
特
殊
講
義
）
心
身
関
係
の
人
間
学
的
研
究

（
演
習
）
寓
£
辞
国
降
曙
江
。
審
蝕
①
．

　
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
四
十
七
才

一
月
『
へ
…
ゲ
ル
哲
学
と
弁
証
法
』
　
（
岩
波
書
店
）
、
七
月
「
哲
学
通
論
」

（
岩
波
哲
学
講
座
）
、
同
臼
〃
「
個
体
的
本
質
の
弁
証
論
」
（
ス
ピ
ノ
ザ
と
ヘ

ー
ゲ
ル
）
、
十
一
月
「
図
式
『
時
間
』
か
ら
図
式
『
世
界
』
へ
」
（
哲
学
研

究
二
〇
〇
号
）

（
特
殊
講
義
）
世
界
図
式
の
構
造

（
演
習
）
ω
畠
①
藁
鵠
σ
q
”
切
窪
き

　
昭
和
八
年
（
一
九
三
一
二
年
）
四
十
八
才

六
月
「
哲
学
へ
の
通
路
」
　
（
思
想
｝
三
三
号
）
、
十
二
月
『
哲
学
通
論
』

（
岩
波
書
店
）

（
特
殊
講
義
）
認
識
・
存
在
・
行
為

（
演
習
）
瞑
①
α
q
①
剖
℃
げ
ぎ
。
昼
①
ロ
9
0
σ
q
溶
岱
塁
○
愈
ω
8
い
．

　
昭
和
九
年
（
｝
九
三
四
年
）
照
十
九
才

五
月
「
数
学
と
哲
学
と
の
関
係
」
　
（
岩
波
数
学
講
座
）
、
七
月
（
講
演
）

歴
史
の
意
味
（
文
部
省
主
催
、
日
本
文
化
教
官
研
究
講
習
【
会
）
、
十
月
「
宗

教
と
文
化
と
の
関
係
～
バ
ル
ト
と
ブ
ル
ン
ナ
…
の
論
争
に
阪
み
て
～
」

（
思
想
一
四
九
号
）
、
牽
一
・
二
月
「
笠
島
存
在
の
論
理
」
（
哲
学
研
究
二

二
四
・
五
暑
）

一
六
九



692

哲
学
研
究
第
囲
百
八
十
九
号

（
特
殊
講
義
）
認
識
の
形
而
上
学

（
演
雷
）
団
。
σ
q
卑
℃
冨
盗
◎
饗
2
鼠
。
σ
q
冨
（
目
窪
○
飢
。
・
8
ω
．

　
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
五
十
才

一
月
「
社
会
存
在
の
論
理
」
（
哲
学
研
究
二
二
藤
野
）
、
十
月
「
古
代
哲
学

の
質
料
概
念
と
現
代
物
理
学
～
麹
然
弁
証
法
へ
の
一
着
眼
点
～
」
（
思
想

一
六
一
号
）
、
十
～
十
二
月
「
種
の
論
理
と
世
界
図
式
」
（
哲
学
研
究
二
三

五
～
七
号
）
、
十
一
月
「
存
在
論
の
第
三
段
階
」
（
理
想
特
輯
号
）
、
十
二

月
（
講
演
）
思
想
史
的
に
見
た
る
数
学
の
発
達
（
文
部
省
主
催
、
高
校
数

学
教
授
の
た
め
の
数
学
講
習
会
）

（
特
殊
講
義
）
意
識
の
形
而
上
学
的
構
造

（
演
習
）
頴
①
σ
q
Φ
同
》
℃
げ
鐘
。
諺
①
⇔
9
0
σ
q
冨
島
霧
O
①
置
8
q
。
・

　
昭
和
十
一
年
（
一
九
ご
エ
ハ
年
）
　
五
十
一
晶
イ

十
月
「
ヒ
ュ
…
マ
ニ
ズ
ム
に
就
い
て
」
（
思
想
～
〇
霊
廟
・
）
、
同
月
「
常

識
・
科
学
。
哲
学
～
当
来
の
日
本
哲
学
の
方
向
～
し
（
日
本
評
論
）
、
十
～

十
二
月
「
論
理
の
社
会
存
在
論
的
構
造
」
（
哲
学
研
究
二
四
七
～
九
号
）
、

十
一
月
（
講
演
）
徳
性
と
し
て
の
科
学
（
文
部
省
主
催
、
臼
本
文
化
教
官

講
習
会
）

（
特
殊
講
義
）
論
理
学
の
癸
達

（
演
習
）
寓
。
α
q
①
r
℃
ゲ
ぎ
◎
旨
。
湿
。
同
。
σ
q
冨
α
窃
○
飢
ω
滞
幹

　
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
間
五
十
二
才

二
月
「
漫
界
観
と
世
界
像
」
（
科
学
七
巻
五
号
）
、
五
月
「
蓑
田
氏
及
び
松

霞
灰
の
舞
判
に
答
ふ
し
（
原
理
日
本
）
、
六
月
「
嚢
子
論
の
哲
学
的
意
昧
」

（
思
想
一
八
一
号
）
、
九
月
「
『
種
の
論
理
臨
に
対
す
る
批
評
に
答
ふ
」

（
思
想
一
八
五
号
）
、
十
月
「
稗
学
政
策
の
矛
震
」
　
（
改
造
）
、
十
～
十
二

一
七
〇

月
「
種
の
論
理
の
意
味
を
明
か
に
す
」
　
（
哲
学
研
究
二
五
九
～
六
一
号
）
、

十
一
月
『
哲
学
と
科
学
と
の
間
』
　
（
岩
波
書
店
）

（
特
殊
講
義
）
近
代
科
学
の
論
理

（
演
習
）
霞
£
鼻
男
漆
8
ヨ
窪
。
δ
び
q
δ
（
｛
Φ
の
○
①
剛
ω
欝
。
。
．

　
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）
五
十
三
才

五
月
（
講
演
）
科
学
思
想
に
就
て
（
内
務
省
主
催
、
警
察
幹
部
講
習
会
）
、

七
月
（
講
演
）
紹
本
哲
学
の
漆
黒
（
日
本
諸
学
振
興
会
）
、
九
月
「
カ
ン
ト

か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
論
理
し
（
波
多
野
黒
土
献
呈
論
文
集
）
、
十
月
目
永
平

正
法
眼
蔵
の
哲
学
」
（
哲
学
研
究
一
一
七
一
弩
）
、
同
月
「
実
存
哲
学
の
限
界
」

（
叛
一
学
雑
勲
㈹
六
二
〇
号
）

（
特
殊
講
義
）
歴
史
的
窒
間
時
間

（
演
習
）
国
①
σ
q
¢
凝
娼
叢
ぎ
ヨ
g
o
δ
σ
q
δ
瓢
Φ
。
・
Ω
虫
。
。
8
G
・
亀

　
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
年
）
五
十
四
才

五
月
『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』
　
（
岩
波
書
店
）
i
（
前
年
七
月
の
講

演
「
臼
本
哲
学
の
墨
書
」
に
手
を
舶
え
た
も
の
）
、
五
・
六
月
（
講
演
）

歴
史
的
現
実
（
京
大
学
生
課
主
催
、
臼
本
文
化
講
義
）
、
十
月
「
物
理
学
と

哲
学
」
　
（
岩
波
物
理
学
講
座
第
十
三
巻
）
、
十
～
十
二
月
「
国
家
的
存
在

の
論
理
」
　
（
哲
学
研
究
二
八
三
～
五
号
）

（
特
殊
講
義
）
実
存
哲
学
対
現
実
哲
学

（
演
習
〉
頃
⑦
σ
q
①
ポ
℃
び
冒
○
白
①
部
。
δ
σ
q
δ
山
Φ
ω
O
Φ
奪
霧
．

　
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
五
十
五
オ

山暴

I
（
講
演
）
哲
磁
†
の
方
｛
側
（
教
瀞
ず
局
ふ
土
星
騨
、
　
［
口
本
絵
…
爵
ザ
穂
懸
ハ
委
昌
ハ
ム
云
第

二
圏
哲
学
公
開
講
演
）
、
十
～
十
二
月
「
永
遠
・
歴
史
・
行
為
」
（
哲
学
研

究
上
九
五
～
七
号
）
、
十
一
月
「
倫
理
と
論
理
」
（
岩
波
倫
理
学
講
座
第
四
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巻
）

（
特
殊
講
義
）
倫
理
の
弁
証

（
演
習
）
寓
Φ
α
q
①
㌍
斎
日
ぎ
。
巳
窪
9
◎
触
①
（
げ
も
・
O
o
韓
撃

　
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
年
）
五
十
六
才

十
日
〃
「
国
家
の
道
義
性
」
（
中
央
公
論
）
、
同
月
「
思
想
報
国
の
道
」
　
（
改

造
）
、
十
・
・
十
ご
月
「
実
存
概
念
の
発
展
」
（
哲
学
研
究
三
〇
七
・
九
号
）

（
特
殊
講
義
）
　
「
実
存
の
超
越
性
と
内
在
性
し

（
演
習
）
鵠
①
σ
q
①
r
℃
ザ
欝
○
ヨ
窪
。
δ
σ
q
冨
儀
①
。
。
○
①
手
頃

　
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）
五
十
七
才

（
特
殊
講
義
）
　
（
四
月
～
九
月
）
世
界
の
論
理
的
購
造
、
（
十
月
～
三
月
）

絶
対
知
（
演
習
）
　
（
四
月
～
九
月
）
類
①
σ
q
①
r
℃
げ
ぎ
。
ヨ
魯
。
ぴ
σ
q
冨
餌
①
ω
O
o
陣
馨
窃

（
十
月
～
三
月
）
哲
学
諸
闇
汁
討
議
（
実
際
は
ヘ
ー
ゲ
の
右
の
磐
を
使
う
）

　
昭
和
牽
八
年
（
一
九
四
三
年
）
五
十
八
才

六
日
μ
（
講
演
）
折
庸
…
写
に
つ
い
て
　
（
盲
小
み
く
開
校
記
A
芯
臼
公
關
…
識
…
演
）

（
特
殊
講
義
）
自
覚
の
論
理

（
演
習
）
譲
Φ
σ
q
①
γ
℃
漆
8
旨
魯
。
δ
σ
q
冨
鎌
窃
O
Φ
翼
①
ω
．

　
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
年
）
五
十
九
才

（
特
殊
講
義
）
墨
斑
道

（
演
闘
）
頃
①
α
q
鼻
鵠
取
計
。
ヨ
Φ
ロ
9
◎
α
q
δ
飢
①
ω
○
魚
。
。
8
。
。
■

　
昭
和
蕊
一
十
隼
（
一
九
四
五
年
）
　
六
十
－
才

三
月
　
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
教
授
退
官

　
昭
霧
二
十
一
年
（
一
九
瞬
六
年
）
六
十
一
才

一
月
「
日
本
疑
主
主
義
の
確
立
」
　
（
潮
流
創
刊
号
）
、
三
月
「
政
治
暫
学

囲
辺
元
博
士
略
年
譜

の
急
務
L
（
展
望
）
、
同
月
　
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
麗
月
『
臓
悔
道
と
し

て
の
哲
学
』
　
（
岩
波
轡
唐
）
、
七
月
「
社
会
党
と
共
産
党
と
の
間
」
　
（
改

造
）
、
八
月
「
種
の
論
理
の
実
践
的
構
造
」
　
（
哲
学
季
刊
第
二
号
）
、
岡
月

「
絶
対
無
の
立
場
と
唯
物
弁
証
法
～
森
宏
一
残
に
答
ふ
～
」
（
真
善
美
）
、

十
一
月
「
実
存
の
単
独
性
と
無
の
祉
会
性
」
　
（
展
盟
）

　
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
年
）
六
十
ご
才

一
月
「
祭
教
の
倫
理
性
」
　
（
展
望
）
、
同
月
「
知
識
階
級
現
在
の
任
務
」

（
潮
流
）
、
四
～
六
月
「
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
自
己
超
越
と
福
音
信
仰
」
（
展

望
）
、
五
月
　
学
士
院
会
員
、
九
月
「
キ
リ
ス
ト
教
と
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
と

日
本
仏
教
」
（
展
望
）
、
十
一
月
『
種
の
論
理
の
弁
証
法
』
（
秋
田
屋
）
、
十

二
月
『
実
存
と
愛
と
実
践
』
（
筑
摩
書
房
）

　
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）
六
十
三
才

一
二
一
月
「
キ
リ
ス
ト
教
の
弁
証
序
論
」
（
展
望
）
、
五
月
「
キ
リ
ス
ト
教

と
私
」
（
展
望
）
、
六
月
『
キ
リ
ス
ト
教
の
弁
証
』
（
筑
摩
書
房
）
、
十
一
月

「
局
所
的
微
視
的
～
現
代
的
思
考
の
特
徴
～
」
　
（
展
望
）

　
昭
和
ご
十
四
年
（
一
九
四
九
隼
）
六
十
四
才

三
月
『
哲
学
入
門
～
哲
学
の
根
本
闇
題
』
（
筑
摩
書
房
）
、
四
月
「
古
典
力

学
の
弁
証
法
」
（
基
礎
科
学
二
号
）
、
六
月
「
『
力
学
の
哲
学
』
に
つ
い
て
」

（
展
望
）
、
七
月
『
哲
学
入
門
～
歴
史
哲
学
・
政
治
哲
学
』
（
筑
摩
書
募
）

　
照
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
六
十
五
才

三
月
「
哲
学
と
科
学
と
宗
教
」
（
哲
学
講
座
第
六
巻
、
筑
摩
書
房
）
、
四
月

『
哲
学
の
入
門
～
科
学
哲
学
・
認
識
論
』
（
筑
摩
書
虜
）
、
十
一
月
　
文
化

勲
章
受
賞
、
十
一
・
十
二
月
「
ヴ
ァ
レ
リ
イ
の
詩
『
若
き
パ
ル
ク
ヒ
（
展

望
）

一
七
一
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哲
学
研
究
第
四
百
八
十
九
馨
・

　
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）
　
六
山
－
論
ハ
ふ
イ

三
月
『
ヴ
ァ
レ
リ
イ
の
芸
術
哲
学
』
（
筑
摩
書
房
）
、
九
月
十
七
日
　
夫
人

ち
よ
死
去

文
化
功
労
者

　
昭
和
二
十
七
年
目
一
九
五
二
年
）
六
十
七
才

四
月
『
暫
学
入
門
～
宗
教
哲
学
・
倫
理
学
』
　
（
筑
摩
書
房
）

　
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）
　
六
十
九
才

十
配
月
『
数
理
の
歴
史
主
義
展
開
』
　
（
筑
摩
書
房
）

　
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
年
）
七
十
才

五
月
『
理
論
物
理
学
新
方
法
論
心
添
』
（
筑
摩
書
房
）
、
十
肩
『
粗
対
外
理

論
の
弁
証
法
賑
　
（
筑
摩
轡
房
）

　
㎜
陶
和
一
二
十
一
一
年
（
一
九
五
六
年
）
　
七
十
一
一
遜
イ

六
月
　
西
独
7
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
創
立
五
茸
年
祭
に
際
し
て
同
大
学
名
蛍

一
七
二

　
博
士

　
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
年
）
七
キ
三
才

五
月
「
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
」
（
儒
濃
教
育
）

　
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
年
）
七
十
四
才

九
月
、
、
臼
＆
①
Q
・
象
鋤
①
臨
斧
”
、
（
、
．
駕
貴
醇
口
瓢
①
蕊
①
α
q
σ
q
興
N
¢
欝
“
O
．
Ω
o
げ
¢
冨
甲

欝
α
q
、
、
）

　
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
年
）
七
十
－
五
才

十
月
「
禅
源
私
解
」
　
（
鈴
木
大
拙
四
囲
論
文
集
）

　
昭
和
三
十
－
穴
年
（
一
九
六
一
年
）
七
十
七
才

一
月
　
脳
軟
化
疲
発
病
、
八
月
『
マ
ラ
ル
メ
覚
書
』
　
（
筑
摩
書
…
房
）

　
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
一
一
年
）
七
十
八
才

四
月
二
十
九
日
午
後
七
時
鵬
十
六
分
逝
去
、
十
一
月
「
生
の
存
在
学
か
死

の
弁
証
法
か
」
　
（
哲
学
研
究
四
八
蕊
馨
・
）


